
取得できる免許

［ 取得を優先して薦める免許状 ］

中学校教諭一種免許状（技術）
［ 所定の科目履修で取得可能とする免許状 ］

　高等学校教諭一種免許状（工業）
◎幼稚園教諭二種免許状
◎特別支援学校教諭二種免許状

［ 卒業要件に含める免許状 ］

小学校教諭一種免許状
中学校教諭二種免許状（技術）

◎の免許状は、いずれか1つを選択し取得を目指すことが可能です。

～リアルな授業実践から学ぶ～

保健体育専修では、指導能力の高い教員を目指した「理論」と「実践」を学びます。理論では、歴史学、心理学、社会学、哲学といった体育学をはじめ、

力学、生理学、コーチング学を含んだ運動学や学校保健など幅広く学びます。体育実技では、学校体育で行われる実技領域（体つくり、器械、水泳、

陸上、球技、ダンス、武道）の授業を開講し、発達段階に応じた指導法を学修します。保健体育科教育学では、体育授業の教材や内容を紹介し、

実際の事例と照らし合わせながら学びを深めます。一例として、2年生の授業「初等体育科教育法」では附属名古屋小中学校体育館と保健体育

棟講義室をつなぎリアルタイムで学び合い、鮮度の高い授業を展開します。

4年間の学び

■ 2024年 2年次後期の時間割 （例）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

初等生活科
教育法A

初等社会科
教育法A

1時限 学校体験活動Ⅰ

2時限 学校体験活動Ⅰ 体育心理学

中等保健体育科
教育法CⅠ

道徳教育の
理論と方法

学校教育に
おけるICT活用

3時限
衛生学・
公衆衛生学Ⅰ

4時限

運動処方論

体育社会学Ⅰ

5時限

学校教員養成課程 義務教育専攻 保健体育専修3年
愛知県立豊田西高等学校出身

先輩Voice

指導能力の高い教員を目指し、技能と理論をバランスよく習得する。
体育学、学校保健、運動学、保健体育科教育学で構成されたカリキュラムで、専門知識・技能を身に付けます。

小学校教科の指導力に加えて、心と体への理解促進に努める小学校教員を目指します。

中学校教員養成を主体としつつ、今後展開が予想される中高一貫教育に対応しうる教員を養成します。

初等体育科教育法

水泳（臨海実習） ダンス

募集人員

60名保健体育専修義務教育専攻
詳細はコチラ

4年間の前半では、技術ものづくりの基礎になる学びを配置しています。一つは製図であり、製図はものづくりの世界の言語にあたります。作る立体

物の形を考えたり、他者に伝える場面で製図はとても重要です。工学的内容の基礎や農学的内容の基礎を1年や2年で学びます。2年次の後期から

は、技術科の授業を円滑にできるようにするために技術科教育を学んでいきます。3年次は技術科教育に加えて、技術内容学（工学、農学）の学びを

発展させていきます。その一方で、小学校免許に関わる科目を取っていくことになります。順調に単位を取ることができた4年生は、卒業研究や就職

関係の学びを充実させていくことになります。

4年間の学び

■ 2023年 2年次前期の時間割 （例）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

初等社会科
教育内容A

初等音楽科
教育内容A

＊上記時間割で示した授業科目以外に2年次前期の必須科目として遠隔方式（オンデマンド型）で実施される
　「発達障害のある児童生徒理解基礎」や「外国人児童生徒支援教育」があります。

1時限
初等図画工作科
教育法A

2時限
初等理科
教育法A

初等算数科
教育内容A 中国語Ⅱ

3時限 金属加工法Ⅰ

4時限 教育システム論

特別支援教育
基礎論

栽培学

金属加工実習Ⅰ 木材加工法

木材加工実習Ⅰ知的障害者の
教育課程指導法

英語コミュニ
ケーションⅡ

5時限

学校教員養成課程 義務教育専攻 ものづくり・技術専修4年
愛知県立東海南高等学校出身

先輩Voice

ものづくりは人づくり。

木材加工実習Ⅰ（2年前期）

栽培実習Ⅰ（1年前期）

金属加工実習II（2年後期）

募集人員

15名ものづくり・技術専修義務教育専攻
詳細はコチラ

取得できる免許

［ 取得を優先して薦める免許状 ］

中学校教諭一種免許状（保健体育）
［ 所定の科目履修で取得可能とする免許状 ］

　高等学校教諭一種免許状（保健体育）
◎幼稚園教諭二種免許状
◎特別支援学校教諭二種免許状

［ 卒業要件に含める免許状 ］

小学校教諭一種免許状
中学校教諭二種免許状（保健体育）

◎の免許状は、いずれか1つを選択し取得を目指すことが可能です。

ものづくり・技術専修の学生は、小学校教員の免許の他に、中学校技術・家庭科の技術分野の教員免許、さらには高校工業の教員免許を取ることができま

す。これまで多くの小学校教員、中学校技術科教員、高校工業教員を送り出してきました。近年、中学技術や高校工業の教員免許を出す大学が少なくなっ

たために、愛知教育大学への期待が高くなっており、中学技術だけでなく高校工業の教員として採用されています。本学OBの現職教員の方々から、教育

実習を充実させる内容・方法を教えてもらう授業を設定しています。そのため、教育実習の学びが充実できています。楽しく学ぶための教材の紹介や中学

生段階での具体的な学び方についても、OBの現職教員の方々が授業例を教えてくださっているので、教育実習でも充実した授業が展開されています。

この時間を使って
「学校体験活動Ⅰ」
の事後指導や
ガイダンスを行う
ことがあります。

この時間を使って
「学校体験活動Ⅰ」
の事前指導や
ガイダンスを行う
ことがあります。

金属加工や木材加工、
ものづくりの楽しさを、「体験」を通して
子どもたちに伝えていきたい。

運動が得意な子も、苦手な子も
皆が運動を楽しみ、心身の健康に
つながる指導を目指したい。

「百聞は一見に如かず」という言葉の通り、自らの目で見て体験する
ことで、学びの楽しさや知識の深まりを実感しています。1年次に
受けた「材料力学」でのブリッジコンテストが良い例です。グループ
内で議論しながら橋を設計し、実験で強度を競い合いました。教育
の現場でも、児童生徒が興味を持つには楽しさが欠かせません。
自らが楽しいと感じた体験を授業でどう伝えていくかが、今後の
課題だと思います。教科書の内容に加えて、身近な事例に置き換え
て児童生徒の考える力を引き出す授業を模索していきたいです。

「体育科教育法」の授業では、先生の実践例を参考に授業づくりに
取り組みました。運動能力には個人差があるので、皆が楽しめる授業
をするにはどうすべきか、仲間と意見を出し合い考える過程は、
新たな気付きを得る貴重な経験でした。本専修では、現場で役立つ
スキルや指導法を学ぶ授業が充実しています。さらに、野外活動や
遠泳、ダンス公演会など、自ら楽しんで学びを実践できる機会も
あります。子どもの運動への興味を引き出し、心身の健康を支援
できるよう、さらに学びを深めていくつもりです。
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